
 

 

 

 

 

 
 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

  

                  

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

   

 

   

      

 

 

      

      

      

      

      

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

    

 

                  

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 



法寺岡区 防災だより（法寺岡自主防災会）

【概 要】

・法寺岡自主防災会が防災だよりを区民に配布。

・3年前から実施しており、年4回を目標に区内の全世帯に配布。

【目 的】

防災情報を共有することで、一人ひとりの防災意識の向上を図られると共に、活動や情報を
共有することで互いに繋がりを持ち、地域コミュニティの強化を図る。

【活動内容】

別添のとおり

【成果と展望】
紙面にて防災情報の確認や防災活動の振り返りを行うことで、訓練後も内容を深めること

ができ、理解度が増した。区民が共通の意識を持つことで、今後の防災活動が広がると共に
瞬時に防災活動に着手できる体制づくりに繋げていきたいと考えている。











災害時における「自助」と「共助」の取り組みの強化を図ることを
目的に防災研修会を実施（令和６年８月25日）

「どこへ逃げる？」「いつ逃げる？」かを考える
自分の家族構成や生活環境にあった避難に必要な情報・判断・行動を把握
して、災害時に自分自身がとる避難行動を時系列的に整理する。

南越前町阿久和区

リスクを知る
防災に関する知識を得て災害時に適切に対応できる状態に
すること、防災意識を高めて日頃から災害に備えて行動できる
ように研修を実施。

自分たちの地域は自分たちで守る
災害時には被害の軽減を図るために、隣近所で避難の呼びかけをしたり助け合う
ことの大切さを確認。また、大雨災害時の止水対策として土のうの積み方を学ぶ。

【土のう積み方の講習】

今回の参加者は自主防災組織の構成員が中心であったが、今後は地域の安全
点検、危険が予想される箇所や避難行動要支援者の把握、防災資器材の整備、
防災訓練の実施など、多くの住民に役割を持って参加してもらい、日頃から住民
の防災意識を高めていきたい。

【災害時の情報収集の仕方の講習】 【ハザードマップの確認】

【マイタイムラインを作成】

近年の気候変動から災害はいつ、どこで発生するかわからない＝備えが大事

そのために・・・

その１ まずは自分や家族の命を守るために

その２ 近所や地域で助け合う



南越前町瀬戸区 防災訓練
訓練概要

日 時： ２０２４年７月２１日（日）8：00～ 9：30
訓練内容： ・参集訓練（安否確認）

・小型ポンプの操作確認と消火訓練
・区内の消火栓及びホース等の器具の点検確認

訓練目的

自助・共助・公助のうち、共助として自主防災組織を中心に、それぞれが役割
を再確認し訓練にあたる。また、当区は高齢者世帯が多いため、避難時には周
囲の安全を確認して高齢者世帯への声掛けを率先して行い、避難誘導を促す。

活動内容

・今回の訓練では、１６世帯３０人の参加があった。
・まず参集訓練として、各家庭より集落センターに集合。区長に避難人員
の報告を行い安否確認を行った。

・参集訓練の後、それぞれの担当班ごとに分かれ、、小型ポンプの操作確
認と消火訓練の実施。また、区内の消火栓及びホース等の器具の点検確
認を行い、それぞれが真剣に取り組み訓練にあたった。

成果と今後の課題

・今回の防災訓練を通して、改めて改善が必要な点など確認する事ができた。
改善点については早期に協議し改善を行い、区民全員に周知していく。

・今回は火災消火訓練が主であったが、次回からは土のう作りなど水害対策
訓練などを行い、区民一人一人の防災に対する意識向上に努めていきたい。









松岡御陵地区防災訓練(松岡御陵自主防災組織連絡協議会)

◇地区の特徴と訓練内容

御陵地区は九頭竜川の右岸に位置し、洪水ハザードマップで
は全域が浸水区域内で、毎年、この時期に防災訓練を実施して
いる。今年度の訓練は、通常の心肺蘇生訓練の外に、災害協定
を結んでいる地域の日本商運㈱からドローンによる災害情報収
集方法や自衛隊福井地方協力本部からは災害時のロープ使用方
法をまた、町職員からは能登半島地震での実際の避難所等の状
況を確認するなど住民体験型訓練を行いました。

◇訓練の成果

当日は、約150名の参集があり、訓練では自分自身や家族、
区民全体の安全を確認した後、「来て・見て・体験できる」住
民体験型の訓練を推進し、自分自身でできる防災活動が強化さ
れ、地域の防災力の向上が図られた。

◇訓練概要

訓練日：令和6年6月9日㈰ 午前7時 ～ 午前9時

災害想定：風水害での警戒レベル4相当

内容：午前7時のサイレン吹鳴で訓練を開始。初めに区民は、班ごとに安否確認(無事旗の確認)後、
区内の一時避難場所に集合してから指定避難所である松岡御陵農業構造改善センターに避難。参集後
は、地区毎に受付けを行い、会場内を4つに分けて訓練等を実施。

（地区訓練） 避難訓練(安否確認） （全体訓練） LINEによる避難所受付

① 心肺蘇生法訓練 ② ドローンによる情報確認

③ 災害救助ロープワーク ④ 防災講話（能登半島地震） ① ②

③ ④

（全体訓練）



浅見区 防災訓練（浅見自主防災会）

安否確認 放水訓練

【概 要】

日時：令和６年７月２７日（土） 7：00～9：00
内容：避難訓練（安否確認）・土のう作り及び設置訓練

地上式消火栓操作・放水訓練

【目 的】

大規模災害では、地域の支え合いや助け合いが大変重要と言われており、浅見
区でも共助の中で自主防災会を中心に区民の初動体制を確認した。特に、能登半
島地震では大規模な火災も発生しており、放水訓練を行い初期消火活動を通じて
区民の連帯感を図る。

【活動内容】

・訓練では、45世帯中４１世帯、７０名の参加がありました。浅見区では日中、若
い人は仕事で不在となり、残っている高齢者に災害時の活動が求められている。

・訓練当日は、落ち着いて家族の安否を確認し無事旗を玄関先に掲げ、一時避難所
のセンターへ参集。班長は班毎に安否確認を行い、区長に報告し初動の避難訓練と
した。

・永平寺町消防職員の方を講師に、地上式消火栓の操作説明や放水訓練を行い次に、
土のう製作や積み方の実践を行った。

【成果と展望】

・訓練を通して、ホースの連結や脱着など区民から
興味深い意見や質問がたくさんあり、多くの事が共
有でき、区民の防災意識も高まった。
・今後は、先ず「自分の身は自分で守る」次に「私
たちの地域はみんなで守る」を合言葉に、より現実
的な災害に直結した防災訓練を行い、一人ひとりの
防災意識を高めると共に、浅見区独自の地域づくり
を推進し、災害対策に取り組んでいきたい。

地上式
消火栓操作


